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Synopsis

  We produced compound composts from raw dust, newspapers that are difficult to recycle, 

and rice-hulls that have presented disposal problems to farmers using home composters that are 

frequently used in rural areas in recent years. The effects of these composts as base fertilizers in 

blade vegetable cultivation in small-scale farms were evaluated in terms of the growth of leaves 

and roots and the water-soluble vitamin contents in comparison to chemical compound fertilizers. 

  To improve the growth of blade vegetables and increase the water-soluble vitamin contents 

by fertilization of the compound composts, growth of the leave and roots, especially, an 

increased number and growth of lateral roots, which are important for nutrient absorption, is 

indispensable. Compound composts YH (Yuuki hyakubai) and RH (Raw dust + Rice-hulls) at 

20-30 kg/a had significant fertilizing effects. However, RN (Raw dust + Newspaper) had a slightly 

greater effect than that of the control. 

  The fertilizing effects of compound composts as base fertilizers for blade vegetable cultivation 

evaluated in terms of the growth of leave/stalks and roots and water-soluble vitamin contents 

were the most significant for YH, followed in order by RH and RN. In particular, YH-30 and 

RH-20 with significant fertilizing effects may be effective as compound composts.
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緒 言

近年、家庭から生 じるゴミの1!3は 生 ゴミであ

り、その処理は大部分が自治体の管理下で焼却処

分されるが、動植物性の様々な物質を含有 し、含

有物質を均等に分解することが極めて困難であり、

同時に含水率が85-90%と 高 く、他の産業廃棄物 と

の混合焼却時で燃焼温度を低下させ、ダイオキシ

ンの発生因となるなど、多 くの問題を提起 し、設

備および経費の大きな負担要因となっている。

バイオリアクターによる生ゴミ処理法 として、家

庭用小型の生 ゴミ処理装置(簡 易コンポス ト製造

器)の 製造 ・販売に多 くのメーカーが参入 し、微

生物の発酵を主 とす る処理法が利用 されている

が、生ゴミに含 まれる寄生虫や雑菌の死滅な ど

の衛生面から、好気性高温菌の利用が有効1)で あ

るが、現在多用 されている家庭用生ゴミ製造装置

はこれらの処理が不十分であ り、用いる好気性菌

の繁殖能や安定性に欠け、酸素欠乏などによ りコ

ンポス ト化が不十分 となることが知 られている。

酸素供給性の改良などを考慮 し、家庭か ら生 じる

生ゴミコンポス トの製造法 として、生ゴミおよび

リサイクル処理が問題 となっている新聞紙、籾殻

の有効処理を目的に、家庭用小型生ゴミ製造装置

を用いて自家製混合 コンポス トを製造 し、小規模

営農での元肥施肥下で葉野菜を栽培対象に、収穫

適期時の生長 と水溶性ビタミン含量よ り施肥効果

を検討した。

(N=2.5P=1.8K=1.0)

3)混 合 コンポス ト

a)家 庭 内生 ゴ ミ80%+新 聞 紙20%=RN)

施 肥 量=RN=10(10kg!a)RN=20(20kg!a)

RN=30(30kg!a)

(N=2.1P=1.6K=0.9)

b)家 庭 内生 ゴミ80%+籾 殻20%=RH)

施 肥 量=RH=10(10kg!a)RH=20(20kg!a)

RH=30(30kg!a)

(N=2.2P=1.9K=1.1)

な お 、混合 コンポス トの三要素含量分析は、

日本肥料検定協会 に依頼 した。

2.混 合 コンポス トの製造法

家 庭内生 ゴ ミは、調 理時 の廃棄物 お よび残 飯等 の

有 機物が主 体 で、使 用時 に水切 りして平均 水分含

量 は85±3%下 で使用 した。

混合 コンポ ス ト製造器 は、生 ゴ ミ処理用 エ コロ

ンボ(Ecolompo-LE=静 岡 製機 社製)を 用い、家

庭 内生 ゴ ミ80%に 対 し、 新 聞紙(シ ュ レ ッ ター

を用 いW5mmxL200mmに 裁 断、 水分19-21%)

お よ び籾 殻(水 分27%)を20%(w!w)加 え、全

量 の2.0%の エ コ ロン ボ菌(静 岡製 機社 製 コー ド

No53002-108001)を 添 加 し、6時 間毎 に3分 間撹

拝(201rpm設 定 、240rpm!day)さ せ て酸素供給

を行 い、加温 はセ ンサー 加温器 で35±3℃ に設定

して コンポ ス ト化(水 分36±4%)し た。 エ コロ

ンポ ーLEの 概 略図はFig.1に 示 した。

実験方法と栽培葉野菜法

1.混 合 コンポス ト元肥施肥栽培区

1)化 学合 成(複 合)肥 料 区(Control)

み の り有機(多 木肥料社製)

施 肥量=20.Okg!a

(含 有 率:N-12%P=16%K=14%)

2)ゆ うき百倍(生 ゴミ+木 材 チ ップ:サ ングリー

ン社製=YH)

施 肥 量=YH-10(10kg!a)YH-20(20kg!a)

YH-30(30kg!a)
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結果と考察

Fig. 1 

Machinery summary for production of compost 

used raw dust and rice-hulls or newspaper 

(ecolompo-LE 20: SHixuokaseiki Co. Ltd.)

3.栽 培 葉野菜の置床 と収穫適期

1)コ マツナ(青 葉1号:4月22日 置 床 一7月20

日収 穫)

2)タ カ ナ(ム ラサ キタカ ナ:4月22日 置 床 一7

月20日 収 穫)

3)チ シ ャ(サ ニ ー レ タス:9月15日 置 床 一10

月10日 収 穫)

4)タ ア サ イ(春 華:9月15日 置 床 一10月10日

収 穫)

5)ホ ウ レンソ ウ(四 季 穫 り大 葉2号:9月15日

置 床 一10月10日 収 穫)

4.生 長 測定 と水溶性 ビタ ミン含量の定量

1)生 長測定:収 穫直 後の葉 部 の大 き さ(伸 長 と

幅)と 茎部 の太 さおよび根 部の大 き さ(主 根 の長

さと側根数)を 測定 した

2)水 溶性 ビ タミンの定量:収 穫直後 に冷水 洗浄

し、水 切 り後 に3-5℃ の 冷 蔵庫 中で1日 冷 蔵 した

後 に、HPLC(HITACHI-Lachromsystem-7000

series)を 用 い、Table2に 示 した 条 件下 で水 溶

性 ビ タ ミンVC、VB1、VB2、 お よび ナ イ ア シ ン

(NiA)を 定 量 した。

1.混合 コンポス ト製造時の腐敗(発 酵)と 施肥耕

土の状況

1)腐 敗状況

生ゴミ+籾 殻混合コンポス ト(RH)で は、製造

開始1-2日 間は僅かに臭気を発 し、以後暫時腐敗

(発酵)が 進行す るとともに水分低下をきたして

臭気は消失 し、製造開始5-8日 時で水分55±2%

とな り、以後腐敗熟成が良好な状態で進行 し、製

造開始13-17日 で粒状(2-3mm)と なり、籾殻は

85%前 後が黒褐色化 し、混合状態 も極めて均一で

17±2日 で良好な混合コンポス ト製品が入手可能

となった。

一方、生ゴミ+新 聞紙(RN)で は、RHに 比 し

て腐敗進行 が緩慢 とな り、臭気発生及び消失は

RHに 比 して3日 前後遅延 し、水分消失が大 きく

遅延されて製造開始12日 前後 とな り、水分含有

量が62±3%と 高 く、製造開始後22±3日 でコ

ンポス ト状 となり、20%前 後の新聞紙は腐敗せず

ダンゴ状 とな り、製品混合 コンポス トは不均質な

製品となり、一部で塊状を呈することが認められ、

新聞紙の裁断は微細処理(W5mmxL5mm以

下)が 重要であることが示唆された。

なお、両者 ともに腐敗(発 酵)時 の最高温度は

67±4℃ で、35±4hr継 続 し、最終時の水分は36

±4%と なった。

2)施 肥後の耕作土の状況

市販コンポス トのゆうき百倍(YH)は 、施肥時

の撒布や耕転による耕作土 との混合も容易で均一

性に富み、置床(植 付け)時 の散水を速やかに吸

収 し、作業性 と保水性(置 床7日 前後)に 富み、

活着性の向上に有効 となり、以後の栽培中の耕土

は土中および表土 ともにソフトで耕土粒子が固着

せず、給排水処理が良好であった。RHはYHと 同

様に施肥、耕転作業が極めて良好で、耕作土 との

混合性も良好でソフ ト感を有 し、総合的にYHと

全 く差はな く、僅かに置床時の保水性(5日 前後)

に劣 るが、活着性は良好で以後の栽培中の給排水

処理も良好であった。
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RNは 施肥撒布時に未腐敗の新聞紙が撒布 ロー

ターに巻き付 き、耕転時に極めて僅かに不均一 と

なることが認められ、耕作土の一部が団子状を呈

して土中および表土で一部塊状を呈する部分が認

められ、未腐敗新聞紙は施肥後5-7日 間で腐敗

し、置床時の散水吸収が緩慢で表土の一部が泥状

を呈 して乾燥時には漆喰状 となり、保水性(置 床

後3日 前後)も 劣 り、置床後一部で活着性に劣る

現象が認められ、乾燥時には耕土中の一部が団子

状 となり、YH、RHに 比 して耕土全般が僅かに硬

化 ・塊状を呈 し、栽培中の給排水処理時で斑を生

じた。

混合 コンポス ト施肥は、全般的に耕土をソフト

化する傾向が認められた。

2.混 合 コンポス トの施肥量 と葉野菜の生長

1)元 肥施肥量 と葉部の生長

葉 野菜の生 長度 は、葉 面積(葉 の長 さx幅)の

大 きさで判断 した。

これ らの結果 はTable1-1に 示 した。

総合 的 に混合 コ ンポ ス ト施 肥 に よ る葉 茎部 の

葉 面 積 の 肥 大 生 長 は、YH-30>YH-20>RH-20

>RH-30>RN-20>RN-30>YH-10>RH-10

>RN-10>Controlの 順 に 良 好 と な り、 混 合 コ

ンポス トの種類 別 ではYH>RH>RNの 順 に 良

好 とな り、全 混合 コンポ ス トはControlに 比 して

有効 で あ った。Controlを 基 準 に最 良 の生長 度 を

呈 したYH-30を 比 較 すれ ば、 コマ ツナ:+54.9%、

タ カ ナ:+25.1%、 チ シ ャ:+23.3%、 タ ア サ イ:

+14.7%、 ホ ウ レン ソウ:+48.6%と 大 き く生長 は

促進 され、元肥 と して極め て有効 であ るこ とが認

め られた。一 方、活着 性 と保水 性 が僅 か に低 下 し

たRNで 、最 良の生長度 を呈 したRN-20をYH-30

を 基 準 に比較 すれ ぼ、 コマ ツナ ー28.8%、 タカ ナ:

-14 .5%、 チ シャ:-7.1%、 タ アサイ:-28.3%、 ホ ウ

レン ソウ:-5.4%と 顕 著 な差 を示 した。RHはYH

と各 施肥量下 で類似 した傾 向を呈 し、良好 な生長

度を示 し有効であ った。

2)元 肥施肥量 と茎部の肥大生長

茎 部 の 肥 大 生 長 状 況 は、 茎 部 中 心 部 の 太

さ で 判 定 しそ の 結 果 をTablel-1に 示 し た。

茎部の肥大生長状況は、総合的には葉部の生長

状況 と比例様相を呈 し、YH-30が 最良であった。

各混合コンポス トおよび施肥量間ともに葉部の生

長性 と同傾向を示し差のない肥大生長度を呈した。

混合 コンポス トの肥大生長への有効性 はYH>

RH>RN>Controlの 順 に良好 とな り、施肥量

ではYH-30>RH-20>RN-20の 順で良好な肥大

生長度を呈 し有効 となった。

Controlを 基準 に最良の肥大生 長度を示 した

YH-30を 比較 すれ ぼ、 コマ ツナ:+26.1%、 タカ

ナ:+24.2%、 チ シ ャ:+107.7%、 タアサ イ:92.9%、

ホウレンソウ:+180.0%と 顕著に大 きく促進され

た。 とくに、通常主根部が浅 くて側根が比較的多

く、葉の枚数の多いチシャ、タアサイ、ホウレン

ソウでは生長度は顕著に促進され、一方、主根が

長 く葉の枚数が少ないコマツナ、タカナは前者に

比 して促進性が僅かに低い傾向を示 した。

3)元 肥施肥量 と根部の生長

根部の伸長 と側根数から判断した生長状況 は、

総合的には葉部の生長状況 と類似 した傾向を示し、

これらの結果はTable1-2に 示した。

a)主 根の伸長

主根の生長に対する混合 コンポス トの有効性 は、

葉部および茎部の生長と同様相を呈 し、YH>RH

>RN>Controlの 順に伸長度は促進され良好 と

な り、施肥量 においても同傾向を示 しYH-30>

RH-20>RN-20の 順に良好な伸長性を呈した。

Controlを 基 準 に 最 良 の 伸 長 性 を 呈 し た

YH-30を 比較 すれ ぼ、 コマ ツナ:+26.9%、 タカ

ナ:+28.9%、 チ シャ:+36.5%、 タアサイ:+31.8%、

ホウレンソウ:+44.7%と 大きく増長 し、茎部の肥

大生長が大 きく増強されたチシャ、タアサイ、ホ

ウレンソウでは主根の伸長性が大 となった。

b)側 根発生数

総合的に側根数は、葉茎部および主根の生長が

大 となれば増加する傾向が認められた。

側根 数 の増 加 は、RH>YH>RNの 順 に大

とな り、Controlを 基 準 に最 大生長度 を示 した

YH-30を 比較 す れば、 コマ ツナ:+5.9%、 タカ
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生ゴミ ・新聞紙および籾殻を素材とした混合コンポス トの元肥施肥効果

ナ:+12.2%、 チ シャ:+25.9%、 タアサイ:+ll.2%、

ホウ レンソウ:+94.0%と な り、根部が浅い状況

下で生長す るチシャ、ホウレンソウでは驚異 的

な増加様を呈 した。一方、葉茎部 と主根の生長性

に劣るRN-20をYH-30を 基準比較すれ ぼコマツ

ナ:+2.7%、 タカナ:+3.7%、 チシャ:+17。0%、 タア

サイ:+6.5%、 ホ ウ レンソウ:+10.1%と な り、チ

シャ、ホウレンソウでは著 しく側根が増加 し、こ

の傾向は葉茎部の生長に不可欠な養分吸収を補 う

ために側根が増加 したもの と考 えられた。YH-30

とRH-20で はほとんど差のない様相を呈 した。

混合コンポス トの葉野菜栽培時での元肥施肥は、

施肥量 としてはYH-30、RH-20、RH-30が 最良で

あ り、RNで は20kg!a以 上 の施肥量では生長性

が劣化することが認められ、栽培耕土の塊状化お

よび給排水の劣化な どより10kg!aが 限界 と判断

され、施肥量が少量 となれぼ施肥時の撒布の不均

一性や作業性が低下する欠点が認められた。YH、

RHで は、有機物の有用微生物の分解、腐植によ

り、耕土粒子間に混合 した木材チップや籾殻のセ

ルロース分解 により隙間が生成され、通気性、保

水性および肥料の分解性が向上 し、混合コンポス

ト中の可溶性窒素成分の吸収が側根の増加により

促進され、根張 りの強化 ・拡大 により葉野菜の個

体生長が増強 し、病害虫への抵抗性が大 とな り、

病害虫の発生が抑制され葉茎部の生長が強化され

た。 同時に混合コンポス ト製造に用いた有用微生

物が、各種の病原菌に拮抗する能力を有 し、植物

の生長を強化、向上させることが示唆された。

混合コンポス トの三要素施肥含量は、Controlに

比して極めて少ないが耕土改良性に富み、肥効性

は大となった。

>Control>RN-10の 順に強化された。

混合コンポス ト施肥による各水溶性 ビタミン含

量の増加率 はVBI>VB2>Nia>VCの 順に大

となった。

葉野菜別 にControlを 基準 に水溶性 ビタ ミン

総含量の増加率が最大を示 したYH-30と 比較す

れ ぼ、チ シャ:+ll8.3%、 タアサ イ:+85.6%、 ホ

ウ レン ソ ウ:+63.7%、 タカ ナ:+49.8%、 コ マ ツ

ナ:+47.2%と 極めて増加率は高 く、混合コンポス

トの肥効性が顕著であった。

最大増加率を呈 したチ シャでは、VC:+26.1%、

VBI:+200.0%、VB2+208.3%、Nia:+38.9%で 平 均

増加率はll8.3%と なった。

側根数の増加率が高いチシャ、タアサイ、ホウ

レンソウでは側根による養分吸収力、 とくに、混

合 コンポス トに含有 される可溶性窒素成分に由

来するアミノ酸などの吸収が有効的に改善、向上

し、葉部の生長が強化、促進され、葉面積の増加

による光合成の増強により、水溶性ビタミンの合

成能が活性化され、含量が増加 したと判断された。

YH、RH施 肥耕土では耕土がソフ トであることか

ら、根の周囲の耕土中に存在する根圏微生物のバ

ランスが良化されて様々な養分が供給され、側根

を中心に根部の養分吸収能が改善されたことが示

唆された。

RNで は耕土の一部が硬化、塊状 とな り通気性

や吸排水性が劣化 し、根圏微生物のバランスが崩

れて養分供給力が低下 し、葉部および根部の生長

性が低下 し、葉面積の拡大が停滞し、光合成能が

低下 し、水溶性ビタミン含量の増加が不備とな り、

遅延されたものと判断された。

要 約

3.混 合コンポス トの施肥量と水溶性ビタミン含量

混合 コンポス トの総合 的な水溶性 ビタミン含

量へ の肥 効性 は、YH>RH>Control>RNの

順に増加性 は大 とな り、葉部の生長性 と異な り

ControlがRNを 上 回る結果を示 した。この結果

はTable2に 示した。

水溶性ビタミン含量の増加性はYH-30>RH-30

家庭内で生じる生ゴミとリサイクル性に劣る新

聞紙および農家間で廃棄処理が問題となっている

籾殻を素材に、最近田園都市部で多用されている

簡易コンポス ト製造器を用い、自家製混合 コンポ

ス トを製造 し、大型機器による市販コンポス トお

よび化学合成(複 合)肥 料 との、小規模営農での

一41一
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生ゴミ ・新聞紙および籾殻を素材とした混合コンポス トの元肥施肥効果

葉野菜栽培下での元肥施肥 としての肥効性を、葉

部および根部の生長性と水溶1生ビタミン含量より

比較検討した。

[1]混合 コンポス トの施肥による耕土状況は、市

販 コンポス ト(YH)お よび生 ゴミ+籾 殻(RH)

では、耕土の表土、土中ともにソフ トで通気性や

吸排水および保水性性に富み、良好な耕土状況を

呈 し、生 ゴミ十新聞紙(RN)で は耕土 の一部 が

硬化、塊状を呈 し団子状 とな り、通気性および吸

排水性並びに保水性が劣 り、施肥適性度はYH>

RH>RN>Contro1の 順に良好 となった。

最適耕土状況を示 した混合 コンポス トの施肥量

は、YH-30、YH-20(30、20kg!a)、RH-20、RH-30(20、

30kg!a)で 、RNは 全般的に不適格であった。

[2]混合 コンポス ト施肥による葉野菜の個体生長

は、全葉野菜で葉部および根部ともにYH、RHで

は優れた生長性を呈 し、養分生長に重要な側根数

が増加 して養分吸収能が強化され、生長性が顕著

に向上、強化され、側根数に劣るRN-20、RN-30

は前者に比 して肥効性が顕著に劣ることが認めら

れた。

最大の葉茎生長度は、YH-30、RH-20と な り、

Contro1とRNは 大差な く前者 に比 して生長、肥

大性に欠けることが認め られ、総合的な施肥適性

度はYH>RH>RN>Controlの 順となった。

葉菜類の生長度は、総合的にコマツナ、ホウ

レンソウ、タカナ、チシャ、タアサイの順に大と

なった。

[3]混合コンポス ト施肥による水溶1生ビタミン含

量では、個体生長性に富むYH-30、RH-30の 総水

溶性ビタミン増加率は、VB2>VB1>Nia>VC

の順に大きく増加された。

葉菜別水溶1生ビタミンの総含量増加率はチシャ

〉タアサイ〉ホウレンソウ〉タカナ〉コマツナの

順となった。

[4]混合コンポス トは、Controlに 比 して含有肥料

三要素が、N:115、P:1110、K:1115と極めて少ないが、

総合的に肥効性は高 く、耕土をソフ ト化 して給排

水性や保水性並びに酸素の流通性が向上 し、耕土

改良性に有効であった。

混合コンポス ト施肥による葉野菜の生長性 と水

溶性 ビタミン含量は、葉部 と根部の生長、とくに、

栄養成分吸収に重要な側根数の増加と生長が不可

欠 とな り、混合 コンポス トYH、RHの 施肥量20

～30kg!aが 極めて肥効性に富み、RNで は20kg!a

以下の施肥量で僅かにContro1を 上回る傾向とな

るが、肥効性は前者に比 して低いことが認められ

た。混合コンポス トの葉野菜栽培における元肥施

肥 としての施肥効果は、葉茎部および根部の個体

生長 と水溶1生ビタミン含量より判断すれぼ、YH

>RH>RNの 順に良好であり、とくにYH-30と

RH-20が 肥効性に富、混合 コンポス トとして有効

となった。
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